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談 話 室

●

LT14の 印 象

教養部 西 山 敏 之(豊 中2746)

第14回 国際低温物理学会議,五 丁14は8月14日 か らオタニエ ミ(フ ィンラン ド)の ヘル シンキ

工科大学本館で開催された。著者はかね て,8月25日 か らの ブタペス トで開かれ る統計物理学会 に出

席す るつ もりであったが,出 発 をはや めて乃T14に も出席す ることにした。 このことが編集委員 のみ

耳 にはい り,本 文 を書 くはめにな った。今年はフィンラン ドで多 くの国際会議が開かれた。 とくに ヨー

ロッパ安全保 障のヘル シンキ会議は有名であった。そのせ いで もないだろ うが,当 地は百年来の猛暑 と

かで・30℃ をこした 日もあった と言 う。 それで も著者が到着 した11日 は さわやかな気候で,ヘ ル シ

ンキエ:科大学 の白樺 の林 に囲まれたグ ラウン ドでは,数 人の学生が午後8時 過 ぎまで夕 日を浴 びて熱心

にランニングに励んでい る姿 が見え,さ すがはマ ラソン王 ヌル ミを生んだ国だ と思 った。

オタニエ ミはヘルシンキの西方9㎞ の岬 にある景勝の地で,LT1 .4の 参加者の大 部分が泊っていた

StudentSummerHotelか らは,林 の向 うに海が望 まれた。 少し早 かつたが翌12日 に会場へ行 って

見ると・proceedingsが 参加 者に配布されは じめていたが,プ ログラムは夕方 になるとい うことであっ

た。 あとでホテルに送 られた プログラムによると,出 席者の地域分布では 日本は36名(後 で33名 に

訂正)で,主 催 国フィンラン ドの50名 についで7番 目であっ斥。 日本か らの参加者 は20日 に予定 され

た東北大大塚教授の招待講演をは じめ,論 文発表 討論左 どでそれぞれ活躍 した。今回はKha藍atnikqv

を嬉 じめ ソ連か らの 出席者がかなり多か った。

プ・グ ラム委 員(委 員長W・J・Huiskamp)の 方 針で,proceedingsに 載 つた約530篇 の論文 の う

ち約%が20分 間(論5分 給 む)の 口頭発表 にあて られ,他 はr面byti七1…lyで あ 。た。

8月13日 の夜には歓迎会があ り,フ ィンラン ドの フォークダ ンスを鑑賞 したが,■T12で 組 織委

員長 をされた神田教授夫妻 もお 見えにな っていた。14日 の開会式ではヘル シンキ大 学長Laasonen氏

の歓迎の辞 につづいて,工 業相Uitto氏 が 開会 宣言を行い,コ メン トとして,conferencechairman

のLOUnasmaaが,口 頭発表の論 文の数 は,質 を向上させるために きび しく制限されたが,こ の会議の重

要な 目的はinformaldiscussioロ にあることを強調 した。 つづ いて恒例のLondon賞 力～ 嘔conisの

司会 で,詮 衡委員長 のTinkhamか ら3Heの 新 しい相の存在を確認 した」.C.Whea七leyに 送 られた。

彼の受賞講演は新 しい相に関する最近の実験結果 を50分 にまとめた明快な話 しぶ りで,な んとい って

もこれがLT14に 詮 け るハ イライ トであ・つた。 液体3Heは3mK:以 下 でA椙B相 と呼ばれている新

しレ・相に転移す るが,A相 ではス ピン状態が ↑↑と ↓↓(4=1,Sz=±1),B相 で は ↑↑,↓↓,↑↓,↓↑(4=1,
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3z=0.,±1)と 書 いたのが印象的 であった。またB相 の超流動 性の解 明に貢献 した地元のbuna8maa

のグル ープの仕事に もふれた。最後 に乃eg鐵t七 とMakiの 二人 の理論家 との討論 によつて3Heの 超 流

動に関す る理解 を深めることがで きた とい う謝辞 で講演を終えた。

以後20日 まで午前中は招待 講演が,午 後は四っのsession;H:(液 体 と固体ヘ リウム),S(超 電

導),1(固 体 の低温 の性質)とT(技 術 その他)に わかれ て論文発表 と討論 があ り,夜 は3Heの 超 流

動,準1次 元物質の超電導な どに関す るmini-conferenceが 行われた。 また フィンラン ド名物のサ

ウナの時間表が,プ ログ ラムにで ていてこの方で活躍した参加者 も多かった。

14日 の招待 講演はL・g9・ttの3E・ の 理論的考察であったが,日 本の物理学会で行 った彼の完全 な

日本語による明快 この上 もない講演 にくらべて,か すれ声の英語で(ロ ン ドンの霧で咽 をいた めた とい

っていたが),せ かせかした話 しぶ りはやや期待はずれであった。 とはいえ彼の総合報告 をはじめて聞

いた外国人 には深い感銘 を.与えたようで,こ の会で親 しくな った英国のKent大 のEvansに よれば,

Leggettの 設 りの全 くない生粋のEDghshは 大変わか りよ く,立 派な ものだ といって感心 していた。

17日 の新造 の豪華船 を借 り切ったエクス カーションもよかったが,一 口にい ってLT14は 大 きい

成功 を収めたといえ よう。何 よ りも講演数 を極力お さえた プログラム委員の決定 は成功の大 きい原因の

一つであった
。 口頭発表 しない論文 に も討論 の時間が十分 とってあったので座長の裁量で発言の機会が

しばしば与え られた。また関連の深い論 文がよ く整理 して分類 されていたので参加者同志の連絡がよ く

とれたと思 う。各sessionの 発 表の進捗状況 はテレビカメラで放送 されsession間 の連絡 も行届いてい

た。 ただし興味 のある話が行われてい るときはそれに聴衆が集 中し,そ の話 がすむ と出てゆ くので,各

会場 とも入の出入 りが多かったよ うである。招待講演は毎朝9時 から500入 以 上を収容で きる教室 で

行われたが,5分 過 ぎると席がな くな る程の盛況で あった。coffeebreakの 間で も討論 が盛 んで活気

に満 ちていた。Hで は4Heに ついて もかな りの論文が発表 されたが,渦 糸の分布を8㎜ 映画 にとらえ

たR.E。Packardの 実験が最 も印象的であった。基礎理論ではRajag(鵬1が ボーズ流体の新理論 を提唱

したが,こ れは著者の仕事 と関係が あるので コメン トして知 いた。H以 外のsessionの 様 子は よ く分か

らなかったが内容は充実 していたように思 う。会議のあとで顧み ると,長 い間幻の超流動 体といわれて

いた3Heの 新 しい相の存在 が,mK領 域 での低温技 術の開発 によってて,終 につ きとめ られ,そ の総

仕上げの会 議がET14で あ ったとい うことがで きよ う。

会議全体には,国 際会議 といった重苦 しさがま るでな く,自 由な発言が飛交い,当 地の気候の ように

さわやかな雰囲気につつまれていた。米国か らは176名 の 出席者が あって群を抜 いていたが,Ph.D.

直 後 の若い人の顔 も多か った。 日本 か らも,若 い人 が多数 このような会議 に出席で きる日が近 く来るこ

とを期待 したい。20日 にオタニエ ミを去 るにあた り,大 学構内を一巡して痛感 した ことは,人 ロー人

当 りのGNPが,日 本 とあま り変わ らない,フ ィンラン ドの一研 究施設が示 した,3Heの 低 温実験 にお

け る実力は,行 届いた教室の設備 と,充 実した実験装置 に対する十分な投 資に負 うところが大 きいとい

うことであった。(カ ッ トはLT14の シンボル ・マーク)。
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